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国民革命期の国家主義派及び「中国青年党」の動向について
国
民
革
命
期
の
国
家
主
義
派
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
及
び
「
中
国
青
年
党
」
の
動
向
に
　
　
　
　
　
i
国
家
主
義
教
育
思
想
盛
流
の
意
義
を
理
解
す
る
た
め
に
ー
は
じ
め
に
つ
い
て
　
一
九
二
四
年
一
月
、
国
民
党
第
一
回
全
国
代
表
大
会
は
、
国
民
党
の
改
組
、
中
国
共
産
党
と
の
合
作
を
決
定
し
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
従
来
の
三
民
主
義
に
反
帝
国
主
義
・
反
軍
閥
の
内
容
を
も
り
込
み
、
連
ソ
・
容
共
・
労
農
扶
助
の
三
大
政
策
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
政
策
が
提
起
さ
れ
た
背
景
に
は
、
第
一
次
大
戦
を
契
…
磯
と
す
る
中
国
民
族
資
本
の
一
定
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
、
新
し
く
形
成
さ
れ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
お
よ
び
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
反
帝
・
反
封
建
運
動
の
実
践
と
一
定
の
成
果
の
獲
得
が
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
一
九
二
〇
年
前
後
再
強
化
さ
れ
た
帝
国
主
義
侵
略
を
民
族
的
危
機
と
認
識
し
、
青
年
知
識
人
の
指
導
の
も
と
に
、
反
帝
運
動
の
主
体
へ
と
成
長
し
た
こ
と
を
見
の
が
す
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
包
含
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
革
命
の
内
実
は
、
よ
り
蔭
山
雅
　
博
深
く
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
、
国
民
革
命
期
を
、
一
九
二
四
年
第
一
回
国
共
合
作
～
一
九
二
七
年
武
漢
で
の
国
共
分
裂
、
に
限
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
定
し
な
い
。
こ
れ
を
前
提
と
す
る
。
　
本
稿
で
は
、
国
家
主
義
を
標
榜
し
、
国
家
主
義
教
育
を
提
唱
し
た
国
家
主
義
派
お
よ
び
そ
の
中
核
的
存
在
で
あ
っ
た
「
中
国
青
年
党
」
の
実
態
を
述
べ
る
。
そ
れ
は
、
一
九
二
二
年
以
後
盛
流
を
き
わ
め
当
時
の
教
育
界
に
　
　
　
　
　
　
（
2
）
影
響
を
及
ぼ
し
た
国
家
主
義
教
育
思
想
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
の
基
礎
作
業
に
他
な
ら
な
い
。
　
従
来
、
国
家
主
義
教
育
思
想
を
正
面
に
す
え
て
取
り
組
ん
だ
も
の
は
、
　
　
　
　
（
3
）
ほ
と
ん
ど
な
い
。
国
家
主
義
者
の
提
唱
し
た
国
家
主
義
教
育
あ
る
い
は
国
家
主
義
教
育
思
想
の
特
質
を
羅
列
的
に
説
明
し
た
も
の
、
教
育
権
回
収
運
動
、
軍
事
教
育
思
想
の
発
展
に
対
す
る
国
家
主
義
教
育
思
想
の
貢
献
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
＞
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
も
の
は
少
数
で
は
あ
る
が
見
う
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
国
民
革
命
期
に
国
家
主
義
教
育
思
想
が
盛
流
し
た
こ
と
の
71
意
義
を
十
分
に
問
い
つ
め
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
盛
流
し
て
い
た
国
家
主
義
教
育
思
想
が
国
共
合
作
下
の
国
民
政
府
に
弾
圧
さ
れ
、
一
九
二
七
年
蒋
介
石
の
樹
立
し
た
南
京
政
府
の
三
民
主
義
教
育
政
策
の
も
と
で
、
あ
ら
た
な
発
展
を
見
せ
た
事
実
は
、
ま
た
、
国
共
合
作
の
一
時
期
、
国
家
主
義
教
育
に
対
し
て
教
育
の
革
命
性
を
明
示
し
た
「
党
化
教
育
」
が
国
民
政
府
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
こ
と
は
、
国
家
主
義
教
育
思
想
が
当
時
の
特
殊
具
体
状
況
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
V
　
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
当
時
「
第
三
勢
力
」
と
い
わ
れ
た
「
中
国
青
年
党
」
の
実
態
を
具
体
的
に
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
彼
ら
が
「
全
民
革
命
」
を
提
唱
し
て
反
革
命
の
一
大
勢
力
と
な
っ
た
こ
と
は
国
民
革
命
の
中
の
革
命
と
反
革
命
の
相
剋
の
内
実
を
知
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
第
一
章
　
「
中
国
青
年
党
」
の
成
立
と
そ
の
背
景
　
一
九
二
三
年
十
二
月
二
日
、
留
仏
学
生
曽
碕
、
李
墳
、
何
魯
之
、
鄭
振
文
、
李
不
偉
、
周
哲
元
、
張
之
柱
、
胡
国
偉
、
黄
抜
塵
ら
十
二
入
は
、
パ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
リ
の
近
郊
フ
ォ
ン
ト
ネ
ヨ
・
ロ
ズ
（
閃
o
暮
①
昌
塁
－
①
ロ
×
1
”
o
ω
o
ω
）
に
お
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
て
「
中
国
青
年
党
」
を
結
成
し
、
機
関
誌
『
先
聲
週
報
』
を
発
刊
し
た
。
　
「
中
国
青
年
党
」
の
結
成
は
、
同
年
五
月
の
山
東
臨
城
事
件
を
契
機
と
す
る
列
強
の
中
国
鉄
道
共
同
管
理
化
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
る
。
中
国
鉄
道
管
理
が
呼
号
さ
れ
る
と
、
在
仏
中
国
人
の
各
団
体
は
同
年
七
月
十
五
日
に
「
旅
法
各
団
体
救
国
連
合
会
」
を
結
成
す
る
が
、
そ
の
中
心
的
役
割
を
演
じ
た
の
が
、
曽
碕
、
李
墳
ら
で
あ
り
、
周
恩
来
を
中
心
と
す
る
中
国
共
産
主
義
青
年
団
も
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
。
　
「
パ
リ
社
会
博
物
館
」
で
の
結
成
大
会
に
お
い
て
、
曽
碕
は
列
強
の
中
国
鉄
道
共
同
管
理
に
反
対
し
、
北
洋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
軍
閥
の
国
政
担
当
の
無
能
さ
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
　
「
内
除
国
賊
．
外
抗
織
」
「
全
民
政
治
茎
民
識
」
を
救
国
善
目
と
し
て
提
起
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
大
会
の
席
上
、
中
国
共
産
主
義
青
年
団
（
以
下
、
　
「
青
年
団
」
と
略
す
ー
筆
者
）
は
、
　
「
中
国
革
命
是
世
界
革
命
的
一
部
傍
」
で
あ
る
こ
と
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
が
革
命
を
担
う
こ
と
を
主
張
し
、
曽
玲
ら
の
救
国
論
と
は
全
く
見
解
が
異
な
る
こ
と
を
明
示
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
た
。
こ
れ
以
後
、
曽
碕
ら
の
提
唱
し
た
「
国
家
主
義
」
　
「
全
民
政
治
与
全
民
革
命
」
の
宣
伝
に
是
の
役
割
を
果
た
し
た
『
先
蝿
報
』
と
、
中
国
共
産
党
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
総
支
部
の
機
関
誌
『
赤
光
』
半
月
刊
と
の
問
で
、
救
国
論
を
め
ぐ
。
て
の
論
象
激
化
す
る
．
．
と
に
な
る
。
殊
し
な
が
ら
、
曽
碕
、
李
瑛
ら
の
所
属
し
て
い
た
「
少
年
中
国
学
会
」
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
分
裂
状
態
に
あ
り
、
中
共
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
総
支
部
あ
る
い
は
「
青
年
団
」
と
対
峙
す
る
に
は
、
余
り
に
軟
弱
な
足
場
で
あ
っ
た
。
国
家
主
義
を
提
唱
す
る
彼
ら
拡
、
彼
ら
の
確
固
と
し
た
立
脚
点
の
必
要
性
を
自
覚
し
た
の
で
あ
る
。
少
し
長
い
が
曽
璃
の
、
「
中
国
青
年
党
建
党
宣
言
」
を
掲
げ
て
お
く
。
72
国民革命期の国家主義派及び「中国青年党」の動向について
鳴
呼
！
二
十
世
紀
之
国
家
・
其
国
基
之
瓢
揺
不
定
・
其
政
象
之
机
陛
不
．
寧
・
敦
有
過
於
今
日
之
中
国
乎
？
二
十
世
紀
之
青
年
・
其
処
境
之
顛
難
困
苦
・
其
心
思
之
志
志
不
安
・
敦
有
過
於
今
目
之
中
国
乎
～
内
有
残
民
以
還
之
軍
閥
・
外
有
伺
隙
而
動
之
列
強
・
官
僚
既
舞
弊
営
私
・
政
客
更
寡
廉
鮮
恥
・
好
商
但
逐
什
一
之
利
・
郷
雇
徒
為
両
可
之
辞
・
其
余
仮
公
済
私
之
輩
・
損
人
利
己
之
徒
・
更
不
勝
枚
挙
・
行
見
大
好
河
山
・
寛
将
断
送
於
若
輩
之
手
。
…
…
又
有
主
張
一
階
級
専
政
・
而
忽
視
其
他
各
界
者
・
殊
不
知
吾
人
欲
行
革
命
・
不
可
不
察
本
国
之
情
勢
・
就
国
内
之
人
口
計
之
・
則
全
国
国
民
・
農
居
八
九
・
商
界
次
之
・
学
界
次
之
・
拠
最
近
全
国
職
業
之
調
査
表
・
工
人
僅
佑
全
国
入
口
比
例
百
分
之
四
強
。
以
如
斯
少
数
之
工
人
・
而
欲
実
行
専
政
・
徴
緒
事
実
・
殆
万
不
能
。
況
全
国
農
工
商
学
各
界
・
同
受
軍
閥
之
圧
迫
・
各
有
倒
懸
之
痛
苦
・
於
此
而
独
狽
一
階
級
専
政
之
説
・
幾
何
不
使
他
界
失
望
？
錐
不
至
迫
彼
等
以
附
和
軍
閥
・
亦
将
使
吾
人
失
却
最
多
数
之
同
情
・
不
能
行
大
規
模
之
革
命
・
転
令
軍
閥
官
僚
得
以
延
其
寿
命
耳
。
又
有
知
理
想
之
難
行
而
欲
依
他
党
以
成
功
者
・
殊
不
知
已
成
政
党
・
早
失
信
用
・
御
有
　
二
三
先
覚
之
士
・
亦
無
支
配
全
党
之
能
・
若
欧
美
政
党
之
旗
幟
鮮
明
，
紀
律
厳
明
者
・
殆
難
以
望
諸
彼
輩
・
則
吾
人
又
何
取
乎
依
頼
行
為
・
　
而
失
其
独
立
精
神
・
以
与
過
去
人
物
同
為
一
邸
之
船
耶
？
此
同
人
等
所
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
以
外
胆
大
勢
・
内
審
国
情
・
毅
然
有
中
国
青
年
党
之
発
起
也
。
フ
ラ
ン
ス
で
の
「
中
国
青
年
党
」
成
立
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
本
国
に
お
い
て
も
、
国
家
主
義
を
信
奉
す
る
青
年
知
識
人
が
上
海
を
中
心
に
結
集
し
は
じ
め
て
い
た
。
彼
ら
の
結
集
を
促
進
し
た
の
が
「
少
年
中
国
学
会
」
で
の
救
国
を
め
ぐ
っ
て
の
論
争
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
少
し
遡
っ
て
、
五
四
運
動
後
の
「
少
年
中
国
学
会
」
の
分
裂
過
程
、
と
り
わ
け
国
家
主
義
派
と
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
へ
の
分
化
状
況
を
述
べ
て
お
こ
う
。
⇔
　
五
四
運
動
直
後
に
結
成
さ
れ
た
「
少
年
中
国
学
会
」
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
に
よ
る
啓
蒙
団
体
で
あ
る
。
救
国
1
1
「
少
年
中
国
」
の
創
造
と
い
う
同
一
目
的
の
も
と
に
結
集
し
、
従
っ
て
未
分
化
状
態
に
あ
っ
た
「
少
年
中
国
学
会
」
は
、
当
初
か
ら
異
質
分
子
の
混
在
し
た
連
合
戦
線
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
「
少
年
中
国
学
会
」
会
員
の
創
造
し
よ
う
と
す
る
「
少
年
中
国
」
像
は
、
多
種
多
様
で
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
少
年
中
国
学
会
」
の
分
化
状
況
は
、
反
帝
国
主
義
、
反
封
建
運
動
の
高
揚
と
と
も
に
鮮
明
に
な
っ
て
ゆ
く
が
、
そ
れ
は
同
会
会
員
の
創
造
し
よ
う
と
す
る
多
様
な
「
少
年
中
国
」
像
と
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
多
様
な
「
少
年
中
国
」
像
お
よ
び
創
造
論
を
も
と
に
分
化
状
況
を
検
討
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
　
学
会
の
結
成
に
尽
力
し
た
王
光
祈
は
、
　
「
少
年
中
国
」
を
大
同
世
界
の
意
味
と
理
解
し
て
い
た
。
彼
は
「
少
年
中
国
」
の
中
国
は
国
家
で
は
な
く
、
一
地
域
の
名
称
で
あ
り
、
人
類
の
幸
福
を
達
成
す
る
に
は
、
中
国
を
世
界
の
一
部
分
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
、
中
国
と
い
う
地
域
に
住
む
人
間
の
風
俗
、
制
度
、
学
術
な
ど
を
世
界
の
人
類
の
進
化
の
流
れ
に
適
合
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
し
73
て
、
互
助
の
精
神
に
基
づ
い
た
団
体
生
活
の
実
践
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。
　
左
舜
生
は
、
「
新
し
き
村
」
式
の
「
小
組
織
」
建
設
を
提
唱
し
た
。
そ
の
「
小
組
織
」
と
は
、
少
数
の
同
志
が
組
織
す
る
学
術
と
事
業
を
行
う
生
活
共
同
体
で
あ
り
、
こ
の
新
し
い
社
会
を
模
範
と
し
て
旧
社
会
を
改
造
し
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
自
由
平
等
の
「
少
年
中
国
」
を
創
造
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
「
少
年
中
国
学
会
」
上
海
本
会
会
員
の
宗
白
華
も
左
舜
生
と
同
様
、
社
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
改
革
の
た
め
の
根
拠
地
建
設
を
提
唱
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
提
案
を
も
と
に
し
て
、
王
光
祈
は
、
　
“
工
読
互
助
団
運
動
”
を
北
京
で
実
行
し
た
。
実
際
に
勉
強
と
と
も
に
、
一
日
四
時
間
程
度
の
労
働
を
行
う
、
”
半
工
半
読
”
を
実
践
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
試
み
は
失
敗
に
帰
し
た
。
　
「
少
年
中
国
学
会
」
は
そ
の
原
因
に
つ
い
て
討
議
し
た
が
、
大
方
の
意
見
が
次
の
王
光
祈
の
示
し
た
内
容
と
ほ
と
ん
ど
同
様
の
も
の
で
あ
っ
た
。
　
其
原
因
甚
為
複
雑
・
或
由
干
感
情
不
沿
・
或
由
干
経
済
破
産
・
而
経
済
　
破
産
之
原
因
・
又
多
由
干
団
員
不
肯
努
力
或
和
衷
共
済
之
故
・
故
我
敢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
　
断
定
此
次
之
失
敗
・
完
全
是
人
間
的
問
題
…
…
」
つ
ま
り
人
間
の
問
題
が
根
本
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
人
間
の
改
造
が
先
決
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
こ
こ
で
教
育
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
北
京
本
会
会
員
の
李
大
釧
は
、
全
く
異
な
っ
た
創
造
論
を
提
示
し
た
。
　
『
少
年
中
国
』
的
少
年
好
友
呵
！
我
椚
要
作
這
両
種
文
化
運
動
・
不
該
　
常
常
漂
迫
在
這
都
市
上
・
在
工
作
社
会
以
外
作
一
種
文
化
的
游
民
・
応
　
該
投
身
到
山
林
裏
村
落
裏
去
・
在
那
線
野
煙
雨
中
・
一
鋤
一
黎
的
作
那
　
些
辛
苦
労
農
的
伴
侶
・
吸
煙
休
息
的
時
間
・
田
間
簾
下
的
場
所
・
都
有
　
我
椚
開
発
他
個
・
慰
安
他
椚
的
機
会
。
須
知
『
労
工
神
聖
』
的
話
・
断
　
断
不
配
那
一
点
不
作
手
足
労
働
的
人
講
的
・
那
不
労
而
食
的
知
識
階
　
級
・
応
該
与
那
資
本
家
一
様
受
排
斥
的
。
…
…
不
但
在
共
同
労
作
的
生
　
活
裏
可
以
感
化
傅
播
於
無
形
・
就
是
在
都
市
上
産
生
的
文
化
利
器
！
…
　
…
文
化
的
空
気
・
纏
能
与
山
林
裏
村
落
裏
的
樹
影
炊
煙
聯
成
一
気
；
那
　
此
静
沈
沈
的
老
村
落
・
纏
能
攣
成
汚
澱
濃
的
新
村
落
。
新
村
落
的
大
聯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
　
合
・
就
是
我
椚
的
『
少
年
中
国
』
。
李
大
剣
は
、
精
神
改
造
の
運
動
と
物
質
改
造
の
運
動
の
実
践
を
提
案
し
、
知
識
人
が
実
際
に
労
働
に
従
事
し
農
民
の
友
と
な
る
こ
と
、
そ
し
て
農
村
の
農
民
を
中
核
と
し
た
「
少
年
中
国
」
の
創
造
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
さ
き
の
“
半
工
半
読
”
で
得
た
王
光
祈
ら
の
教
訓
と
は
根
本
的
に
異
な
っ
た
内
容
を
示
し
て
い
る
。
　
以
上
の
様
な
「
少
年
中
国
学
会
」
の
分
化
状
況
は
、
一
九
一
九
年
後
半
か
ら
は
じ
ま
っ
た
「
学
理
」
と
「
主
義
」
に
つ
い
て
の
論
争
の
中
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
「
少
年
中
国
学
会
」
上
海
本
会
会
員
は
、
北
京
本
会
会
員
に
ほ
ぼ
次
の
よ
う
な
書
簡
を
送
っ
た
。
　
こ
れ
か
ら
月
刊
で
発
表
す
る
文
章
に
は
、
慎
重
な
態
度
を
と
る
べ
き
で
　
あ
る
。
こ
の
月
刊
で
発
表
さ
れ
る
個
人
的
な
「
主
義
」
に
つ
い
て
の
論
　
文
が
、
学
会
全
体
の
意
見
だ
と
誤
解
さ
れ
、
学
会
の
運
営
に
危
険
を
及
　
ぼ
す
か
ら
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
科
学
、
哲
学
、
人
生
観
、
社
会
学
な
ど
の
74
国民革命期の国家主義派及び「中国青年党」の動向について
　
研
究
に
従
事
し
、
そ
れ
ら
の
道
理
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
　
「
学
理
」
の
研
究
に
専
念
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
北
京
本
会
会
員
の
返
信
の
主
旨
も
、
上
海
本
会
会
員
の
書
簡
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。
　
月
刊
は
、
本
学
会
の
言
論
機
関
で
あ
る
か
ら
、
個
人
の
発
表
を
学
会
全
　
体
の
も
の
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
本
学
会
会
員
は
、
　
真
に
学
術
研
究
に
従
事
し
、
社
会
事
業
、
教
育
事
業
を
発
展
さ
せ
る
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）
　
め
の
活
動
に
参
加
す
べ
き
だ
。
こ
の
上
海
本
会
会
員
と
北
京
本
会
会
員
の
共
通
項
は
、
「
主
義
」
に
つ
い
て
の
論
文
の
発
表
に
よ
っ
て
、
当
局
の
圧
力
の
誘
発
を
危
惧
し
て
い
る
こ
と
、
「
少
年
中
国
」
創
造
に
役
立
つ
学
術
研
究
お
よ
び
教
育
活
動
に
専
念
す
べ
き
こ
と
の
提
唱
で
あ
っ
た
。
　
当
時
す
で
に
勤
工
倹
学
運
動
に
参
加
し
て
渡
仏
し
「
少
年
中
国
学
会
」
パ
リ
本
会
を
組
織
し
て
い
た
曽
琉
、
李
墳
ら
は
、
こ
の
往
復
書
簡
の
内
容
を
補
強
し
た
。
曽
碕
は
、
「
学
理
」
研
究
に
よ
っ
て
真
理
を
求
め
、
そ
の
成
果
に
基
づ
い
た
教
育
を
手
段
と
し
て
人
間
改
造
を
計
る
こ
と
が
第
一
義
だ
と
述
べ
、
今
鰯
が
期
待
し
て
い
る
人
間
と
は
「
以
堅
苦
昊
之
精
神
・
投
身
黒
暗
之
地
獄
」
こ
と
の
で
き
る
そ
れ
だ
と
主
張
し
た
。
曽
碕
は
、
こ
の
中
で
愛
国
教
育
に
基
づ
く
教
育
救
国
論
の
必
要
性
を
明
示
し
た
の
で
あ
る
。　
し
か
し
な
が
ら
、
さ
き
の
李
大
釧
は
、
こ
れ
ら
の
書
簡
内
容
に
見
ら
れ
る
教
育
救
国
論
の
反
動
性
を
す
で
に
看
取
し
て
い
た
。
　
我
椚
『
少
年
中
国
』
的
少
年
好
友
呵
！
我
椚
既
然
是
二
十
世
紀
的
少
年
　
・
就
該
把
眼
光
放
的
遠
些
・
不
要
受
腐
敗
家
庭
的
束
縛
・
不
要
受
狭
隆
　
愛
国
心
的
拘
牽
。
我
椚
的
新
生
活
・
小
到
完
成
我
的
個
性
・
大
到
企
図
　
世
界
的
幸
福
・
我
椚
的
家
庭
範
囲
・
巳
経
拡
充
到
全
世
界
了
・
其
余
都
　
是
進
化
軌
道
上
的
遺
　
都
打
破
。
我
椚
応
該
掌
世
界
的
生
活
・
作
家
　
庭
的
生
活
；
我
椚
応
該
承
認
愛
人
的
運
動
・
比
愛
国
的
更
重
。
我
椚
的
　
少
年
中
国
観
・
決
不
是
要
把
中
国
這
個
国
家
・
作
少
年
的
舞
台
・
去
在
　
列
国
競
争
揚
裏
争
個
勝
負
；
乃
是
要
把
中
国
這
個
地
域
・
当
作
世
界
的
　
一
部
分
・
由
我
椚
住
居
這
個
地
域
的
少
年
朋
友
椚
下
手
改
造
・
以
尽
我
　
椚
対
於
世
界
改
造
一
部
分
的
責
任
。
我
椚
『
少
年
中
国
』
的
範
囲
・
決
　
不
共
同
止
於
中
国
；
有
時
与
其
他
亜
細
亜
的
少
年
握
手
・
作
亜
細
亜
少
　
年
的
運
動
；
有
時
与
世
界
的
少
年
握
手
・
作
世
界
少
年
的
共
同
運
動
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
　
世
都
是
我
椚
『
少
年
中
国
』
主
義
分
内
的
事
。
李
大
劃
は
、
愛
国
心
の
酒
養
さ
れ
た
人
間
に
よ
る
「
少
年
中
国
」
の
創
造
を
提
唱
し
た
曽
璃
の
狭
隆
な
愛
国
主
義
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
更
に
、
当
時
武
昌
中
華
大
学
附
属
中
学
教
導
主
任
で
あ
り
「
少
年
中
国
学
会
」
武
漢
分
会
の
設
立
者
で
あ
っ
た
置
代
英
も
、
学
術
研
究
H
「
少
年
中
国
」
の
創
造
、
の
誤
謬
を
指
摘
し
て
い
た
。
　
自
命
以
研
究
学
術
創
造
少
年
中
国
的
人
・
真
摯
的
坦
白
的
下
一
善
功
　
夫
，
侮
果
然
以
什
仏
動
機
去
研
究
学
術
？
照
速
祥
研
究
下
去
・
休
当
真
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
能
在
少
年
中
国
的
創
造
方
面
・
担
任
什
公
事
？
と
述
べ
、
学
術
研
究
が
無
目
的
的
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
75
そ
し
て
新
し
い
中
国
の
建
設
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
学
術
研
究
が
要
求
さ
れ
て
い
る
か
を
実
践
に
よ
っ
て
見
極
め
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
　
「
少
年
中
国
学
会
」
は
、
一
九
二
〇
年
ま
で
に
李
大
釧
、
犀
代
英
ら
、
学
術
研
究
に
基
づ
く
「
少
年
中
国
」
創
造
論
を
批
判
し
た
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
と
、
パ
リ
の
曽
碕
ら
と
気
脈
を
通
じ
な
が
ら
人
間
の
改
造
を
第
一
義
と
し
て
教
育
救
国
論
を
主
張
す
る
後
の
国
家
主
義
派
と
に
分
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
派
が
救
国
を
め
ぐ
っ
て
の
論
争
を
開
始
し
た
。
曜
九
二
〇
年
六
月
、
李
大
釧
の
指
導
の
下
に
北
京
で
開
催
さ
れ
た
、
「
少
年
中
国
嘆
」
第
一
回
談
話
会
で
の
討
議
内
容
は
、
そ
の
分
化
状
況
を
呈
示
し
て
い
る
。
こ
れ
以
後
、
　
「
少
年
中
国
学
会
」
は
、
毎
年
大
会
を
開
催
し
た
が
、
大
会
は
二
派
の
論
争
に
終
始
し
、
具
体
的
な
活
動
方
針
を
生
み
出
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
く
に
、
中
国
共
産
党
成
立
の
翌
年
一
九
ニ
ニ
年
の
杭
州
大
会
で
は
、
政
治
活
動
を
中
心
に
活
動
を
進
め
る
こ
と
を
主
張
し
た
郵
中
夏
、
黄
日
葵
、
慨
代
英
、
楊
賢
江
ら
と
、
社
会
活
動
、
教
育
活
動
を
主
張
し
て
譲
ら
な
か
っ
た
陳
啓
天
、
左
舜
讐
の
対
立
は
決
定
的
と
な
・
た
・
・
の
あ
と
学
会
は
、
月
刊
の
一
つ
を
『
会
務
問
題
専
号
』
に
当
て
全
会
員
に
活
動
方
針
に
関
す
る
意
見
を
聴
取
し
た
が
、
会
員
の
大
半
は
、
陳
啓
天
ら
の
主
張
鑑
同
す
る
と
と
も
に
、
非
共
・
反
共
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
「
少
年
中
国
学
会
」
右
派
の
、
反
共
お
よ
び
社
会
活
動
従
事
の
立
揚
は
、
さ
き
の
パ
リ
の
「
中
国
青
年
党
」
の
そ
れ
と
合
致
し
て
い
た
。
　
一
九
二
三
年
末
、
留
学
し
て
い
た
李
瑛
と
余
家
菊
が
『
国
家
主
義
的
教
育
』
を
出
版
し
、
国
家
主
義
教
育
を
提
唱
す
る
と
、
「
少
年
中
国
学
会
」
右
派
は
、
「
何
謂
新
国
家
主
義
」
の
一
文
を
月
刊
に
発
表
し
て
、
そ
れ
に
呼
応
し
た
。
そ
し
て
一
九
二
四
年
秋
、
相
次
い
で
帰
国
し
た
曽
碕
、
李
環
ら
の
も
と
に
「
少
年
中
国
学
会
」
右
派
は
A
・
流
し
奮
鰯
家
義
派
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
機
関
誌
『
醒
獅
週
報
』
を
発
刊
し
醒
獅
派
と
自
称
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
国
家
主
義
派
と
中
国
共
産
党
お
よ
び
中
国
共
産
主
義
青
年
団
と
の
新
な
る
対
峙
関
係
が
生
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
二
章
醒
獅
派
の
「
全
民
革
命
」
論
と
　
　
　
　
　
中
国
共
産
主
義
青
年
団
　
上
海
を
拠
点
と
す
る
国
家
主
義
派
、
そ
の
中
核
と
し
て
の
「
中
国
青
年
党
」
が
『
醒
獅
週
報
』
を
発
刊
し
た
の
は
、
一
九
二
四
年
十
月
十
日
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
機
関
誌
を
”
醒
獅
”
と
命
名
し
た
の
は
、
中
国
が
〃
眠
っ
て
い
る
獅
子
”
で
あ
り
、
今
進
展
し
て
い
る
経
済
（
具
体
的
に
は
関
税
権
）
、
教
育
の
分
野
で
の
権
利
回
収
運
動
に
よ
っ
て
、
中
国
が
目
覚
め
つ
つ
あ
る
こ
と
を
中
国
人
同
朋
に
認
識
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
曽
碕
は
、
　
「
醒
獅
週
報
出
版
宣
言
」
で
次
の
よ
う
に
呼
び
か
け
た
。
　
綜
言
之
・
亦
不
外
乎
喚
起
国
民
之
自
覚
心
・
恢
復
国
民
之
自
信
心
，
　
於
以
安
内
嬢
外
・
定
国
興
邦
・
使
西
人
威
知
睡
獅
之
已
醒
・
而
不
可
　
復
侮
・
因
以
最
其
侵
略
野
心
・
而
共
保
国
際
和
平
耳
。
熱
心
救
国
之
君
76
国民革命期の国家主義派及び「中国青年党」の動向について
　
子
・
其
亦
同
情
斯
言
・
而
願
参
加
於
吾
人
之
醒
獅
運
動
？
是
固
本
社
同
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
　
人
所
馨
香
薦
祝
者
　
。
　
す
で
に
第
一
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
「
中
国
青
年
党
」
の
救
国
主
旨
は
、
「
内
除
国
賊
・
外
抗
強
権
」
お
よ
び
「
全
民
政
治
与
全
民
革
命
」
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
宣
言
の
中
で
、
「
無
党
無
偏
」
（
非
政
治
性
）
を
述
べ
て
「
全
民
政
治
与
全
民
革
命
」
の
性
格
を
明
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
本
国
の
”
非
共
”
の
立
場
に
あ
っ
た
多
く
の
青
年
知
識
人
、
学
生
を
彼
ら
の
陣
営
に
引
き
込
む
こ
と
に
成
功
し
、
教
育
界
に
お
け
る
彼
ら
の
勢
力
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
ま
た
、
国
共
合
作
が
行
な
わ
れ
た
一
九
二
四
年
以
降
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
勢
力
の
拡
大
を
危
惧
し
た
彼
ら
は
、
「
反
国
際
主
義
」
を
唱
え
て
、
中
国
共
産
党
の
合
作
政
策
を
攻
撃
す
る
と
と
も
に
、
国
民
党
の
容
共
政
策
を
も
批
判
の
対
象
に
据
え
た
。
こ
の
よ
う
な
醒
獅
派
の
言
動
は
、
国
共
合
作
に
よ
る
国
民
革
命
を
阻
碍
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
国
共
産
党
及
び
「
青
年
団
」
は
、
『
樹
導
』
、
『
中
国
青
年
』
で
、
教
育
救
国
論
を
前
提
と
す
る
「
全
民
革
命
」
論
を
理
論
的
に
批
判
し
た
。
『
中
国
青
年
』
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
＞
編
集
し
た
庫
代
英
、
薫
楚
女
が
、
中
心
的
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
両
派
の
確
執
の
状
況
を
、
聞
一
多
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
国
内
赤
縞
狙
猿
・
我
輩
国
家
主
義
者
際
此
責
任
尤
其
重
大
・
進
行
益
加
　
困
難
・
国
家
主
義
与
共
産
主
義
勢
将
在
最
近
時
期
内
有
劇
烈
的
戦
闘
。
　
…
…
我
輩
巳
与
醒
獅
諸
団
体
播
手
組
織
了
一
個
北
京
国
家
主
義
団
体
聯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訓
）
　
合
会
・
声
勢
一
天
浩
一
天
。
⇔
　
「
青
年
団
」
の
国
家
主
義
派
に
対
す
る
基
本
的
態
度
は
、
超
麟
の
論
文
「
醒
獅
派
的
国
家
主
義
」
に
示
さ
れ
て
い
た
。
超
麟
は
、
「
国
家
主
義
派
の
こ
の
五
ケ
月
間
の
宣
伝
と
の
決
着
を
」
と
冒
頭
で
述
べ
、
『
醒
獅
週
報
』
上
の
国
家
主
義
の
宣
伝
が
、
他
の
反
共
勢
力
と
は
異
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
　
這
一
支
軍
隊
的
作
戦
方
法
和
其
余
反
共
産
主
義
各
派
勢
カ
所
不
同
之
点
　
・
在
乎
這
一
支
軍
隊
知
道
有
系
統
地
提
出
所
謂
絶
対
的
国
家
主
義
来
抵
　
　
　
　
（
3
5
）
　
制
共
産
主
義
。
つ
ま
り
、
系
統
的
な
理
論
に
よ
る
反
共
宣
伝
が
、
多
く
み
人
々
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
対
抗
す
る
に
は
、
醒
獅
派
の
国
家
主
義
が
中
国
の
労
働
者
階
級
あ
る
い
は
中
国
の
民
衆
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
価
値
が
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
着
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
　
琿
代
英
・
蒲
楚
女
の
「
国
家
主
義
」
へ
の
攻
撃
も
、
そ
の
点
に
立
脚
し
て
行
な
わ
れ
た
。
彼
ら
の
提
唱
す
る
「
国
家
主
義
」
は
観
念
論
で
あ
っ
て
国
民
革
命
を
担
う
「
工
農
平
民
」
の
利
益
に
合
わ
ず
、
愛
国
青
年
に
と
っ
て
逆
効
果
だ
と
認
識
し
て
転
鱒
・
し
か
し
・
「
青
年
団
」
は
・
醒
獅
派
へ
の
攻
撃
に
終
始
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
置
代
英
は
、
国
家
主
義
派
の
李
踏
卿
と
「
国
家
主
義
」
を
論
議
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
　
侮
説
；
『
帝
国
主
義
国
家
的
資
産
階
級
確
是
全
世
界
人
民
的
公
敵
・
凡
77
O
．
　
是
受
他
圧
迫
吃
他
苦
楚
的
応
結
成
聯
合
戦
線
。
…
…
』
祢
亦
明
白
承
認
　
蘇
俄
現
在
会
経
用
全
国
力
量
暗
助
各
国
無
産
階
級
・
以
達
到
世
界
革
命
　
之
目
的
。
這
些
進
歩
的
意
見
・
決
非
醒
獅
諸
君
眠
光
下
出
中
国
『
士
大
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
　
夫
』
範
囲
的
可
及
。
彼
は
、
国
民
革
命
を
進
め
る
た
め
に
国
家
主
義
派
の
進
歩
的
青
年
を
説
得
し
て
、
合
作
を
企
図
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
　
『
醒
獅
週
報
』
で
の
国
家
主
義
派
の
言
論
は
、
刊
を
増
す
ご
と
に
反
動
性
を
露
呈
し
た
。
一
九
二
五
年
の
五
・
三
〇
事
件
の
後
、
同
年
九
月
、
軍
閥
に
よ
る
上
海
総
工
会
封
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
鎖
を
契
機
に
、
彼
ら
は
「
反
共
」
宣
伝
を
強
化
し
た
の
で
あ
る
。
醒
獅
派
の
頭
目
、
曽
碕
は
、
　
「
反
共
」
の
理
由
を
公
表
し
た
。
　
挙
著
者
言
之
；
例
如
勾
引
外
兵
・
参
預
内
戦
・
為
中
国
人
民
素
所
痛
悪
　
之
事
・
而
共
産
党
居
然
行
之
・
不
特
引
俄
兵
以
入
内
地
・
抑
且
挙
大
権
　
以
奉
俄
人
・
此
其
圧
迫
民
衆
之
証
一
也
。
社
会
上
各
種
公
共
団
体
如
　
『
学
生
会
』
　
『
工
会
』
之
類
・
共
産
党
往
往
従
而
操
縦
地
持
之
・
或
居
　
会
長
之
位
・
或
仮
書
記
之
名
・
時
復
利
用
団
体
之
名
義
以
挾
群
衆
・
以
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
　
少
数
之
私
見
・
冒
多
数
之
公
意
。
つ
ま
り
、
共
産
党
に
よ
っ
て
中
国
の
民
衆
が
様
々
な
点
で
圧
迫
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
理
由
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
「
全
民
革
命
」
を
行
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
、
　
「
挙
共
産
党
之
一
切
邪
説
而
排
斥
之
」
す
る
こ
と
が
先
決
だ
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
　
又
、
左
舜
生
は
、
国
共
合
作
下
の
共
産
党
の
行
動
を
批
判
し
た
。
共
産
党
が
国
民
党
党
務
の
重
要
ポ
ス
ト
を
占
め
、
国
民
党
を
寡
奪
す
る
危
険
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
国
家
主
義
派
は
国
民
党
の
三
大
政
策
と
く
に
、
容
共
政
策
を
批
判
し
た
が
、
国
民
党
の
打
倒
を
計
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
彼
ら
は
国
民
党
と
の
連
携
を
考
え
て
い
た
。
曽
碕
は
国
民
党
に
次
の
よ
う
に
進
言
し
た
。
　
若
夫
国
民
党
之
三
民
主
義
・
依
孫
中
山
先
生
原
有
之
解
釈
・
与
吾
人
実
　
無
何
等
衝
突
・
予
已
屡
次
言
之
・
惟
其
政
綱
尚
有
待
於
商
権
・
而
策
略
　
則
尤
不
敢
尚
同
；
容
許
共
産
党
跨
党
・
一
也
。
「
親
俄
」
二
也
。
聯
軍
閥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
　
以
制
軍
閥
・
三
也
。
此
三
者
無
論
従
何
方
面
観
察
・
皆
有
害
而
無
利
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
こ
の
よ
う
な
反
共
宣
伝
及
び
合
作
批
判
を
共
産
党
は
放
榔
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
。
共
産
党
は
国
民
政
府
の
樹
立
さ
れ
た
広
州
に
於
い
て
、
国
家
主
義
派
の
排
除
と
、
　
『
醒
獅
週
報
』
販
売
の
禁
止
へ
の
り
だ
し
た
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
　
「
青
年
団
」
は
、
国
家
主
義
派
と
の
合
作
、
と
く
に
進
歩
的
青
年
と
の
そ
れ
を
断
念
し
な
か
っ
た
。
劉
仁
静
は
、
「
告
国
家
主
義
的
青
年
」
を
『
中
国
青
年
』
に
掲
載
し
、
彼
ら
の
理
論
上
の
誤
り
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
合
作
の
必
要
性
を
訴
え
た
。
　
国
家
主
義
の
青
年
は
、
我
々
と
同
様
、
救
国
に
奮
闘
し
て
い
る
。
し
か
　
し
救
国
方
法
が
異
っ
て
い
る
。
我
々
の
そ
の
方
法
は
各
派
の
人
々
と
連
　
合
し
、
全
世
界
の
被
圧
迫
民
族
と
連
合
し
て
、
軍
閥
と
帝
国
主
義
を
打
　
倒
す
る
こ
と
で
あ
る
。
国
家
主
義
者
の
方
法
は
、
全
民
革
命
と
国
賊
の
　
除
却
、
弱
小
民
族
と
の
連
合
で
あ
る
。
中
国
を
独
立
さ
せ
、
自
由
・
統
78
国民革命期の国家主義派及び「中国青年党」の動向について
　
一
の
民
主
共
和
国
に
し
よ
う
と
い
う
点
で
は
、
両
者
と
も
一
致
す
る
。
　
連
合
で
き
る
。
し
か
し
現
実
は
衝
突
し
て
合
作
で
き
な
い
で
い
る
。
ど
　
う
し
て
だ
ろ
う
か
。
我
々
の
争
点
は
、
革
命
策
略
の
問
題
で
あ
る
。
我
　
々
は
工
農
を
軍
閥
．
帝
国
主
義
打
倒
の
主
力
に
す
る
べ
き
だ
と
考
え
て
　
い
る
が
、
国
家
主
義
者
は
、
工
農
の
階
級
闘
争
を
仇
視
し
、
全
民
革
命
　
を
主
張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
上
層
階
級
の
人
物
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
　
の
代
表
、
学
者
、
な
ど
が
民
衆
を
指
導
す
る
と
い
う
革
命
で
あ
る
。
こ
　
の
争
点
は
結
局
、
国
民
革
命
を
指
導
す
る
の
は
だ
れ
か
と
い
う
問
題
に
　
識
編
。
中
国
の
実
情
を
考
え
れ
ば
、
す
ぐ
に
判
断
で
き
る
問
題
で
は
な
　
い
か
。
そ
し
て
、
彼
は
、
　
国
家
主
義
的
青
年
椚
・
為
擁
護
徐
椚
自
己
利
益
・
体
椚
応
当
起
来
打
倒
　
那
些
反
動
領
袖
，
改
変
以
前
的
態
度
・
誠
懇
的
与
国
民
党
共
産
党
合
作
，
養
革
命
之
麹
・
と
合
作
を
よ
び
か
け
た
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
長
期
間
合
作
を
呼
び
か
け
た
「
青
年
団
」
も
毛
沢
東
に
よ
っ
て
彼
ら
の
反
動
性
が
理
論
的
に
指
摘
さ
れ
、
更
に
、
国
民
党
二
全
大
会
（
一
九
二
六
年
一
月
）
で
国
家
主
義
派
が
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
説
得
工
作
を
中
止
し
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
、
　
「
中
国
社
会
各
階
級
的
分
析
」
の
中
で
、
国
家
主
義
が
反
動
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
　
我
椚
試
看
中
国
社
会
各
階
級
是
急
腰
様
。
　
第
一
，
大
資
産
階
級
。
経
済
落
後
半
植
民
地
的
中
国
・
大
資
産
階
級
完
　
全
是
国
際
資
産
階
級
的
附
庸
・
其
生
存
発
展
必
須
附
属
於
帝
国
主
義
・
　
如
買
弁
階
級
ー
与
外
資
有
密
切
関
係
之
銀
行
家
…
…
商
業
家
…
…
工
業
　
家
・
…
：
大
地
主
…
…
官
僚
…
…
軍
閥
…
・
：
反
動
派
知
識
階
級
ー
上
列
四
　
種
人
附
属
物
・
如
買
弁
性
質
的
銀
行
工
商
業
高
等
員
司
・
軍
閥
政
府
　
之
高
等
事
務
員
・
政
客
・
一
部
分
東
西
洋
留
学
生
・
一
部
分
大
学
校
専
　
門
学
校
教
授
学
生
・
…
…
這
｝
個
階
級
与
民
族
革
命
之
目
的
完
全
不
相
　
容
，
始
終
姑
在
帝
国
主
義
一
辺
・
乃
極
端
的
反
革
命
派
。
其
人
数
大
概
　
不
出
一
鮪
万
，
即
四
万
万
人
中
四
百
分
之
一
，
其
政
治
主
張
之
代
表
為
　
国
家
主
義
。
そ
し
て
、
同
年
三
月
、
国
民
党
中
央
宣
伝
部
は
毛
沢
東
の
指
導
の
も
と
整
『
反
国
家
主
藷
報
』
（
、
9
昌
匡
L
、
z
帥
・
凶
。
昌
壽
ヨ
、
、
≦
婁
、
）
を
出
版
。
国
家
主
義
派
の
号
口
動
を
弾
鰭
て
ゆ
く
が
、
と
り
わ
け
、
当
時
国
家
主
義
派
が
支
配
し
て
い
た
教
育
界
と
彼
ら
の
国
家
主
義
教
育
に
そ
の
鋒
先
は
向
け
ら
れ
た
。
国
家
主
義
派
の
学
校
は
接
収
さ
れ
、
国
家
主
義
教
育
は
排
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
こ
の
時
、
国
共
分
裂
の
引
き
金
と
な
っ
た
中
山
艦
事
件
が
起
こ
り
、
蒋
介
石
は
、
権
力
掌
握
へ
の
り
だ
し
て
い
た
。
⇔
．
　
中
山
艦
事
件
を
中
国
共
産
党
の
国
民
党
に
対
す
る
陰
謀
と
把
え
た
蒋
介
石
は
、
中
国
共
産
党
員
及
び
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
軍
政
顧
問
ら
を
捕
え
、
粛
党
を
開
始
し
た
。
一
九
二
六
年
五
月
、
第
二
回
中
執
全
体
会
議
79
●
竃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
に
お
い
て
党
務
整
理
案
四
件
が
通
過
し
た
が
、
そ
の
案
件
の
最
大
の
目
的
は
、
「
限
共
」
と
蒋
介
石
の
軍
政
権
確
保
に
あ
っ
た
。
中
国
共
産
党
中
央
は
、
国
共
合
作
継
続
の
た
め
に
、
蒋
介
石
の
提
案
を
受
け
入
れ
た
。
そ
し
て
同
年
六
月
五
日
、
蒋
介
石
は
国
民
革
命
軍
総
司
令
と
な
り
、
七
月
一
日
「
北
伐
宣
言
」
を
発
し
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
蒋
介
石
の
粛
党
は
、
国
家
主
義
派
を
狂
喜
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
国
家
主
義
派
に
と
っ
て
は
、
　
「
限
共
」
は
合
作
の
一
形
態
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
き
の
李
珀
卿
は
、
　
「
対
於
蒋
介
石
整
理
国
民
党
務
之
懐
疑
」
を
『
醒
獅
週
報
』
に
載
せ
、
蒋
介
石
の
政
策
を
ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。
　
「
蒋
介
石
は
中
山
艦
事
件
以
後
も
、
共
産
党
を
援
助
し
て
A
・
作
を
継
続
し
て
蜜
。
彼
ら
が
国
民
党
の
叢
を
企
ん
で
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
」
　
ま
た
彼
は
「
論
中
国
革
命
与
第
三
国
際
之
関
係
井
忠
告
蒋
介
石
」
の
中
で
、
蓉
共
と
共
産
党
へ
の
援
助
は
、
列
強
に
我
々
の
中
国
革
命
誰
堺
革
命
の
一
部
分
だ
と
誤
解
さ
せ
、
干
渉
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
。
」
と
述
べ
て
、
武
力
に
よ
る
共
産
党
員
の
排
除
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
北
伐
は
成
功
し
な
い
と
忠
告
し
た
の
で
あ
る
。
更
に
国
家
主
義
派
は
「
中
国
国
家
主
義
青
年
団
第
一
次
全
国
代
表
大
会
対
於
時
局
宣
言
」
を
発
表
し
た
。
反
対
依
墾
閥
、
以
求
武
力
統
丁
反
対
勾
結
外
人
、
以
曙
弁
国
　
事
！
反
対
呉
侃
孚
式
之
武
力
統
一
！
反
対
共
産
党
式
之
包
弁
国
事
。
そ
こ
で
従
来
の
主
張
を
く
り
返
す
と
と
も
に
、
蒋
介
石
の
め
ざ
し
て
い
た
二
党
護
」
を
三
民
主
義
の
精
神
デ
モ
ク
一
フ
轄
の
精
神
に
蔑
す
る
と
し
て
、
批
判
し
、
「
革
命
救
国
只
有
全
民
合
作
！
」
を
全
国
民
に
呼
び
か
け
た
の
で
あ
る
。
北
伐
の
完
成
を
目
前
に
し
て
、
蒋
介
石
は
国
家
主
義
派
を
排
除
し
た
が
、
反
共
政
策
を
と
っ
て
い
た
蒋
介
石
と
、
国
家
主
義
派
の
政
策
と
の
利
害
関
係
は
、
基
本
的
に
は
一
致
し
て
い
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
国
家
主
義
派
が
反
共
活
動
に
理
論
的
基
礎
を
与
え
た
戴
季
陶
と
同
様
に
三
民
主
義
の
精
神
を
持
ち
出
し
た
こ
と
は
、
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
が
蒋
介
石
政
権
の
反
共
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
　
だ
が
、
劉
仁
静
は
、
国
家
主
義
派
の
提
起
し
た
革
命
論
の
偽
善
性
を
見
ぬ
い
て
い
た
。
　
「
全
民
革
命
」
「
内
不
妥
協
」
「
外
不
親
善
」
「
内
除
国
賊
」
「
外
抗
強
　
権
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
よ
っ
て
愛
国
青
年
に
、
共
産
党
、
国
民
　
党
、
革
命
的
工
農
兵
階
級
を
攻
撃
さ
せ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
民
衆
に
だ
れ
が
敵
で
だ
れ
が
友
か
を
明
警
認
警
せ
な
銭
、
民
衆
の
友
を
攻
　
撃
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
が
彼
ら
の
「
革
命
策
略
」
だ
。
そ
し
て
、
国
民
革
命
の
進
展
は
、
国
家
主
義
派
の
偽
善
性
を
あ
ば
く
と
と
も
に
、
「
青
年
団
」
の
主
張
の
正
し
さ
を
証
明
し
た
。
革
命
軍
が
進
撃
し
た
地
点
で
は
、
労
働
者
、
農
民
、
学
生
ら
が
武
装
し
て
革
命
軍
を
援
助
し
、
革
命
の
主
力
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
国
家
主
義
に
心
酔
し
て
い
た
青
年
を
動
揺
さ
せ
た
。
『
醒
獅
週
報
』
を
出
版
し
て
い
た
「
醒
獅
社
」
に
次
ぐ
有
力
な
国
家
主
義
団
体
で
あ
っ
た
80
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（
5
3
）
「
中
国
少
年
自
強
会
」
は
、
遂
に
解
散
を
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
　
現
在
中
国
少
年
自
強
会
因
為
覚
得
国
家
主
義
之
『
此
路
不
通
』
・
宣
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）
解
散
以
『
集
中
革
命
勢
力
』
と
述
べ
、
国
家
主
義
を
放
棄
し
た
理
由
を
披
涯
し
た
。
　
第
一
個
理
由
是
；
明
白
了
真
正
国
家
主
義
的
宗
旨
・
並
不
是
外
抗
強
権
　
（
如
親
善
日
政
府
・
聯
絡
順
天
時
報
）
和
内
除
国
賊
（
如
妥
協
研
究
　
系
・
結
納
軍
閥
）
・
而
是
専
門
反
対
蘇
俄
…
…
・
第
二
個
理
由
是
；
明
　
白
了
他
的
行
為
不
是
救
国
（
或
者
他
的
主
観
的
目
的
是
在
救
国
）
・
乃
　
是
売
国
（
如
聯
絡
討
赤
軍
閥
以
阻
挽
北
伐
軍
・
使
国
民
革
命
不
易
成
　
功
・
以
便
帝
国
主
義
之
宰
割
）
。
第
三
個
理
由
是
；
明
白
了
他
的
策
略
　
不
統
一
…
…
和
人
材
之
貧
晒
（
国
家
主
義
的
人
・
尽
是
些
儒
者
道
学
・
　
文
人
詞
客
・
和
一
些
小
紳
士
小
政
客
・
真
的
那
個
有
好
多
政
治
眼
光
？
　
更
那
個
敢
大
声
説
＝
戸
『
革
命
』
2
）
第
五
個
理
由
是
；
国
家
主
義
的
　
人
強
迫
（
這
是
議
決
案
）
訂
醒
獅
和
国
魂
（
全
年
共
洋
一
元
）
・
我
没
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）
　
有
銭
来
訂
我
不
願
意
看
的
報
紙
！
こ
の
解
散
を
契
機
に
、
国
家
主
義
団
体
は
、
　
「
雨
後
雲
消
」
の
勢
い
で
消
滅
し
た
の
で
あ
る
。
お
－
わ
り
に
　
以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
は
、
国
民
革
命
期
の
国
家
主
義
派
お
よ
び
「
中
国
青
年
党
」
の
動
向
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
盛
流
し
た
国
家
主
義
教
育
思
想
を
理
解
す
る
た
め
の
基
礎
作
業
で
も
あ
る
。
　
い
わ
ゆ
る
国
家
主
義
派
は
、
五
四
運
動
直
後
に
結
成
さ
れ
た
「
少
年
中
国
学
会
」
右
派
が
基
盤
で
あ
る
。
一
九
二
三
年
パ
リ
と
上
海
で
一
大
勢
力
に
成
長
し
、
一
九
二
四
年
『
醒
獅
週
報
』
出
版
後
、
国
民
党
、
中
国
共
産
党
に
次
ぐ
第
三
勢
力
と
な
っ
た
。
　
彼
ら
は
、
　
「
階
級
闘
争
」
　
「
一
階
級
専
政
」
を
主
張
し
た
中
国
共
産
党
に
対
抗
し
て
、
　
「
全
民
政
治
与
全
民
革
命
」
を
主
張
し
た
。
彼
ら
の
「
革
命
」
論
は
「
無
党
無
偏
」
の
主
張
に
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
政
治
色
を
払
拭
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
国
民
革
命
期
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
昂
揚
し
た
特
殊
状
況
の
も
と
で
は
一
時
期
、
非
共
・
反
共
の
一
大
勢
力
と
な
り
え
た
。
し
か
し
、
労
働
者
、
農
民
が
革
命
知
識
人
の
指
導
に
よ
っ
て
、
反
帝
・
反
封
建
運
動
の
主
体
へ
と
成
長
す
る
に
従
っ
て
、
国
家
主
義
派
の
主
張
の
非
現
実
性
を
露
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
家
主
義
派
は
、
教
育
に
よ
っ
て
全
国
民
に
愛
国
観
を
酒
養
し
、
そ
れ
を
も
と
に
「
各
階
級
合
作
」
を
行
い
、
民
族
の
統
一
・
独
立
を
め
ざ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
彼
ら
の
国
家
主
義
教
育
の
提
唱
が
、
教
会
学
校
の
教
育
を
対
象
と
す
る
教
育
権
回
収
運
動
を
誘
発
、
発
展
さ
せ
た
こ
と
は
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
九
二
四
年
一
月
、
余
家
菊
、
陳
啓
天
ら
が
「
中
華
教
育
改
進
社
」
の
年
会
で
教
育
権
回
収
を
提
案
し
た
後
、
教
育
界
は
こ
の
運
動
を
具
体
的
に
展
開
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
運
動
の
成
功
は
、
教
育
界
で
の
国
家
主
義
派
の
勢
力
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
　
一
九
二
六
年
に
は
、
国
家
教
育
協
会
が
組
織
さ
れ
、
教
育
界
は
彼
ら
81
に
掌
握
さ
れ
た
。
こ
の
動
向
は
、
中
国
共
産
党
及
び
国
民
党
に
国
家
主
義
教
育
を
再
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
『
中
国
青
年
』
第
百
四
十
一
期
は
、
国
家
主
義
教
育
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
の
べ
た
。
　
我
椚
固
然
相
信
建
築
在
唯
心
哲
学
之
上
的
国
家
主
義
教
育
運
動
・
不
会
　
発
生
積
極
的
効
能
；
但
是
在
這
半
封
建
社
会
的
中
国
・
宣
伝
這
些
帯
根
　
濃
厚
的
封
建
色
彩
的
国
家
主
義
教
育
・
倒
也
根
配
胃
口
・
可
以
消
極
的
　
阻
磯
較
進
歩
的
思
想
的
発
展
－
這
児
所
謂
較
進
歩
思
想
・
応
当
包
含
近
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）
　
代
的
科
学
思
想
・
以
及
杜
威
的
平
民
主
義
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
反
国
家
主
義
教
育
運
動
の
大
連
合
を
結
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
「
這
種
工
作
・
在
国
家
主
義
教
育
運
動
姦
的
揚
合
，
比
『
回
収
馨
権
運
動
』
更
見
薯
畢
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
『
中
国
青
年
』
の
論
文
の
主
張
は
、
革
命
に
従
事
し
た
知
識
人
ら
の
教
育
認
識
の
深
ま
り
を
示
し
て
い
る
。
教
育
を
支
配
す
る
か
ど
う
か
は
、
革
命
を
担
う
人
材
養
成
に
関
わ
り
、
革
命
を
進
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
関
わ
る
と
い
う
認
識
の
さ
れ
方
で
あ
っ
た
。
一
九
二
六
年
十
一
月
、
国
共
合
作
下
の
国
民
政
府
に
よ
っ
て
公
布
さ
れ
た
「
湖
北
暫
行
教
育
綱
領
」
は
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
を
、
表
明
し
て
い
た
。
「
思
想
の
教
育
は
…
…
革
命
に
不
適
切
な
思
想
、
つ
ま
り
封
建
思
想
、
国
家
主
慧
想
誘
文
化
思
想
を
根
本
的
に
と
り
の
ぞ
き
、
．
…
革
命
思
想
を
注
入
す
る
べ
し
。
」
　
そ
し
て
こ
の
教
育
認
識
は
、
国
家
主
義
派
と
の
闘
争
の
中
で
培
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
国
家
主
義
教
育
盛
流
の
意
義
を
、
国
民
革
命
の
内
実
の
中
で
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
例
が
見
ら
れ
る
。〔
注
〕
（
1
）
　
野
沢
豊
氏
は
国
民
革
命
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
な
ど
　
の
新
し
い
階
級
の
統
一
戦
線
に
よ
る
、
反
帝
・
反
封
建
闘
争
と
規
定
し
、
一
九
　
二
二
年
か
ら
一
九
二
八
年
ま
で
の
」
時
期
が
そ
れ
に
当
る
と
し
て
い
る
。
野
沢
　
豊
「
中
国
の
国
民
革
命
に
つ
い
て
の
序
論
的
考
察
」
（
『
中
国
国
民
革
命
史
の
　
研
究
』
所
収
、
青
木
書
店
一
九
七
四
年
）
（
2
）
討
新
城
「
国
家
主
義
教
育
思
想
」
（
『
近
代
中
国
教
育
思
想
更
』
中
韮
書
　
局
　
訓
～
獅
頁
）
（
3
）
　
笹
島
恒
輔
氏
の
論
文
「
国
家
主
義
教
育
思
想
の
学
校
教
育
へ
の
影
響
」
　
（
『
近
代
ア
ジ
ア
教
育
史
研
究
』
下
巻
所
収
）
は
、
国
家
主
義
教
育
思
想
の
勃
興
　
か
ら
消
滅
ま
で
の
動
向
を
概
説
し
、
教
育
権
回
収
運
動
、
軍
事
教
育
思
想
に
お
　
け
る
そ
の
影
響
を
論
じ
て
い
る
。
（
4
）
多
賀
秋
五
郎
氏
の
著
書
『
中
国
教
育
史
』
（
岩
崎
書
店
　
勘
～
窟
頁
）
は
、
　
国
家
主
義
教
育
思
想
の
特
色
を
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「
こ
の
国
家
主
義
　
の
教
育
思
想
は
、
列
国
の
侵
略
を
受
け
て
い
る
当
時
の
中
国
に
あ
っ
て
は
、
注
　
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
国
粋
的
で
あ
り
、
排
他
的
で
あ
る
点
に
お
　
い
て
は
、
中
国
の
近
代
化
の
上
に
さ
ほ
ど
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
え
　
な
い
」
。
紆
新
城
『
民
国
十
四
年
中
国
教
育
指
南
』
（
商
務
印
書
館
　
甜
頁
）
で
　
は
、
国
家
主
義
教
育
思
想
の
第
一
の
目
的
は
教
育
権
回
収
で
あ
り
次
が
軍
事
教
　
育
だ
と
述
べ
て
い
る
。
（
5
）
　
左
舜
生
『
中
国
現
代
名
人
軟
事
』
（
自
由
出
版
　
9
9
頁
）
（
6
）
　
李
墳
『
学
鉦
室
回
憶
録
』
（
伝
記
文
学
出
版
社
　
9
6
～
9
7
頁
）
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国民革命期の国家主義派及び「中国青年党」の動向について
（
7
）
薫
文
哲
『
現
代
中
国
政
党
与
政
治
』
第
三
章
「
中
国
青
年
党
」
（
中
外
出
　
版
社
2
8
～
4
1
頁
）
に
よ
れ
ば
、
結
党
当
初
彼
ら
は
「
中
国
国
家
主
義
青
年
団
」
　
の
名
称
を
使
用
し
、
」
九
二
九
年
五
月
、
第
四
回
全
国
代
表
大
会
で
、
党
名
を
　
公
開
し
た
と
い
う
。
実
際
、
｝
九
二
九
年
九
月
、
「
中
国
青
年
党
公
開
党
名
宣
　
言
」
及
び
「
中
国
青
年
党
及
中
国
国
家
主
義
青
年
団
第
四
次
全
国
代
表
大
会
宣
　
言
」
が
刊
布
さ
れ
て
い
る
。
後
者
に
次
の
記
述
が
あ
る
。
　
　
在
已
往
六
年
、
因
為
秘
密
革
命
工
作
的
便
利
・
減
少
敵
人
的
注
意
起
見
・
我
　
　
椚
決
議
暫
時
不
公
布
党
名
・
僅
以
在
本
党
直
接
指
導
下
之
中
国
国
家
主
義
青
　
　
年
団
的
名
義
・
対
外
公
開
発
表
本
党
的
一
切
主
張
行
動
・
以
便
接
収
富
有
革
　
　
命
性
的
青
年
，
従
事
基
本
的
革
命
預
備
工
作
」
。
　
他
に
『
中
国
青
年
党
的
過
　
去
与
現
在
』
（
稲
～
隅
頁
）
が
参
考
に
な
る
。
尚
お
本
書
は
著
作
者
不
明
。
（
8
）
『
先
聲
週
報
』
は
、
胡
国
偉
、
張
子
柱
の
個
人
的
な
雑
誌
で
あ
っ
た
が
、
　
「
中
国
青
学
党
」
結
成
後
、
党
の
機
関
誌
と
な
っ
た
。
李
墳
、
註
（
6
）
前
掲
　
　
書
、
9
4
頁
及
び
9
7
頁
（
9
）
李
環
、
註
（
6
）
前
掲
書
、
9
5
頁
（
1
0
）
　
「
内
除
国
賊
・
外
抗
強
権
」
は
、
五
四
運
動
の
時
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
「
内
除
　
国
賊
・
外
保
国
権
」
と
基
本
的
に
は
一
致
す
る
。
国
家
主
義
者
が
、
国
家
主
義
　
勃
興
を
五
四
運
動
に
求
め
る
根
拠
を
与
え
て
い
る
。
（
1
1
）
　
「
全
民
革
命
」
と
は
．
．
冒
o
o
覧
雷
H
①
〈
o
ご
島
o
づ
．
．
の
対
訳
で
あ
り
、
「
民
衆
　
革
命
」
を
意
味
す
る
。
「
夫
全
民
革
命
者
・
乃
全
体
国
民
起
而
推
翻
旧
有
政
府
　
或
操
縦
政
府
之
権
力
・
…
…
換
言
之
・
即
被
治
者
不
満
意
於
治
者
之
行
為
之
政
　
策
・
起
而
駆
逐
治
者
之
一
種
最
後
最
激
烈
的
直
接
手
段
」
。
（
『
醒
獅
週
報
』
　
　
第
8
2
号
）
の
「
全
民
革
・
命
釈
義
」
（
1
2
）
　
「
国
家
主
義
」
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
対
訳
で
あ
る
。
こ
の
語
句
は
　
当
時
、
民
族
主
義
、
族
国
主
義
、
民
族
国
家
主
義
な
ど
に
訳
さ
れ
て
い
た
が
、
　
曽
埼
、
李
墳
ら
が
敢
え
て
「
国
家
主
義
」
と
訳
出
し
た
理
由
は
次
の
通
り
。
　
　
国
家
的
建
設
並
非
単
純
以
民
族
為
根
拠
・
近
代
世
界
2
讐
δ
口
巴
冨
ヨ
的
運
　
　
動
是
一
種
建
国
的
運
動
而
非
単
純
的
民
族
解
放
運
動
－
中
国
境
内
民
族
素
来
　
　
複
雑
・
如
単
純
講
民
族
主
義
而
不
講
国
家
主
義
・
易
為
野
心
国
家
所
利
用
而
　
　
陥
於
国
家
分
裂
的
危
機
・
」
（
柳
下
『
十
八
年
来
的
中
国
青
年
党
』
国
魂
書
　
　
店
　
6
頁
）
尚
お
李
墳
「
繹
国
家
主
義
」
、
「
国
家
主
義
正
名
」
（
近
代
中
国
　
　
史
料
叢
刊
九
十
一
輯
『
国
家
主
義
論
文
集
』
所
収
）
。
李
礎
「
国
家
主
義
と
　
　
世
界
大
勢
及
支
那
問
題
」
、
曽
碕
「
国
家
主
義
の
標
語
」
（
『
北
京
満
鉄
月
報
』
　
　
特
刊
五
、
所
収
）
を
参
照
の
こ
と
。
（
1
3
）
　
一
九
二
四
年
二
月
一
日
創
刊
。
華
僑
協
社
で
発
行
さ
れ
た
。
編
集
者
は
任
　
卓
宣
。
周
恩
来
、
李
富
奉
、
察
暢
ら
が
執
筆
し
て
い
る
。
特
色
は
、
共
産
主
義
　
革
命
実
行
の
た
め
の
政
策
を
多
く
論
じ
て
い
る
こ
と
。
（
1
4
）
　
一
九
一
九
年
七
月
一
日
、
北
京
で
成
立
。
王
光
祈
、
李
大
劃
、
曽
埼
、
周
　
太
玄
ら
七
名
が
結
成
に
尽
力
す
る
。
機
関
誌
『
少
年
中
国
』
を
発
刊
す
る
。
　
一
九
二
〇
年
に
な
る
と
、
毛
沢
東
、
趙
世
炎
、
郡
中
夏
、
悸
代
英
、
察
和
森
ら
　
が
加
入
し
、
一
九
一
＝
年
ま
で
に
は
百
七
名
に
遠
し
た
。
「
科
学
的
精
神
に
基
　
づ
い
て
社
会
活
動
を
行
い
、
『
少
年
中
国
』
を
創
造
す
る
」
を
学
会
の
規
約
と
し
　
た
。
（
1
5
）
　
「
中
国
青
年
党
建
党
宣
言
」
（
近
代
中
国
史
料
叢
刊
『
曽
慕
韓
先
生
遺
著
』
　
所
収
）
7
～
8
頁
（
1
6
）
　
宇
、
潤
理
、
四
川
省
温
江
県
に
生
ま
れ
る
。
四
川
の
中
学
堂
で
周
太
玄
、
　
曽
碕
ら
と
交
わ
る
。
一
九
二
〇
年
四
月
一
日
、
ド
イ
ツ
へ
留
学
、
一
九
三
六
年
　
ベ
ル
リ
ン
で
死
去
。
著
書
に
、
『
西
洋
音
楽
進
化
論
』
他
、
訳
書
に
『
庚
子
聯
軍
　
統
帥
瓦
徳
西
拳
乱
筆
記
』
他
。
（
1
7
）
　
左
舜
生
、
「
小
組
織
的
提
唱
」
、
『
少
年
中
国
』
月
刊
第
一
巻
二
号
83
（
1
8
）
宗
白
藝
、
江
蘇
省
の
人
。
青
島
ド
イ
ツ
高
等
学
校
で
ド
イ
ツ
語
を
学
び
、
　
上
海
同
済
大
学
卒
業
後
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
哲
学
を
学
ぶ
。
一
九
二
五
年
帰
国
、
　
東
南
大
学
教
授
（
1
9
）
　
宗
白
華
「
我
的
創
造
少
年
中
国
的
弁
法
」
、
『
少
年
中
国
』
月
刊
第
一
巻
二
　
号
（
2
0
）
　
中
共
中
央
マ
ル
ク
ス
ー
ー
エ
ン
ゲ
ル
ス
ロ
レ
ー
ニ
ン
ー
ー
ス
タ
ー
リ
ン
著
作
編
　
訳
研
究
室
『
五
四
時
期
期
刊
介
紹
』
（
以
下
、
『
期
刊
介
紹
』
と
略
す
）
一
九
五
　
九
年
、
北
京
　
第
一
巻
　
蹴
頁
（
2
1
）
李
大
釧
「
少
年
中
国
的
少
年
年
運
動
」
『
少
年
中
国
』
月
刊
、
第
一
巻
三
　
号
、
同
論
文
は
『
李
大
釧
選
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
　26
）
A　　A　　A　　A
25　24　23　22
）　　）　　）　　）
「
上
海
本
会
致
北
京
本
会
」
『
少
年
中
国
』
月
刊
第
一
巻
一
号
「
北
京
本
会
致
上
海
本
会
」
『
少
年
中
国
』
月
刊
第
一
巻
一
号
「
京
濯
本
会
同
志
諸
君
均
監
」
『
少
年
中
国
』
月
刊
第
一
巻
七
号
李
大
釧
　
（
註
2
1
）
前
掲
論
文
、
『
少
年
中
国
』
月
刊
、
第
一
巻
三
号
張
量
之
「
揮
代
英
在
五
四
運
動
期
間
的
目
記
」
『
歴
史
研
究
』
一
九
五
八
年
　
十
一
（
2
7
）
　
『
期
刊
介
紹
』
第
一
巻
罰
～
鯉
頁
（
2
8
）
　
談
話
会
で
の
議
題
は
、
　
「
本
学
会
応
否
采
用
某
種
主
義
」
で
あ
っ
た
。
そ
　
こ
で
の
会
員
の
見
解
は
二
つ
に
大
別
さ
れ
た
。
e
学
会
は
一
つ
の
主
義
を
と
り
　
入
れ
る
こ
と
、
し
か
も
社
会
主
義
を
と
り
入
れ
る
こ
と
。
③
学
会
が
「
主
義
」
　
を
空
談
す
る
団
体
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
学
術
研
究
を
行
う
こ
と
が
あ
ら
ゆ
　
る
こ
と
の
前
提
だ
か
ら
、
そ
れ
に
従
事
す
る
べ
き
だ
。
『
期
刊
介
紹
』
第
一
巻
　
　
脳
～
郷
頁
を
参
照
（
2
9
）
　
一
八
九
三
年
十
月
十
入
日
、
湖
北
黄
破
県
に
生
ま
れ
る
。
一
九
一
二
年
武
　
昌
中
華
大
学
に
入
学
、
後
「
少
年
中
国
学
会
」
に
入
る
。
武
昌
中
華
大
学
、
武
　
昌
文
華
大
学
で
教
鞭
を
と
る
。
（
3
0
）
陳
啓
天
『
寄
園
回
憶
録
』
梛
頁
（
3
1
）
陳
啓
天
、
（
註
3
0
）
前
掲
書
　
珊
頁
（
3
2
）
曽
碕
「
醒
獅
週
報
出
版
宜
言
」
（
近
代
中
国
史
料
叢
刊
『
曽
慕
韓
先
生
遺
　
著
』
所
収
　
1
5
～
1
6
頁
）
（
3
3
）
　
一
八
九
六
年
、
武
漢
城
外
の
鵬
鵡
州
で
生
ま
れ
る
。
十
五
歳
の
時
、
「
新
　
軍
」
に
参
加
す
る
。
一
九
二
〇
年
揮
代
英
の
経
営
し
た
「
利
群
書
社
」
に
参
　
加
、
一
九
二
二
年
中
国
共
産
党
に
加
入
。
一
九
二
五
年
中
国
共
産
主
義
青
年
団
中
　
央
で
活
動
し
、
『
中
国
青
年
』
を
揮
代
英
と
と
も
に
編
集
す
る
。
詳
細
は
「
光
　
明
的
一
生
－
記
革
命
理
論
戦
士
蒲
楚
女
」
（
『
学
習
与
批
判
』
一
九
七
五
、
　
七
　
を
期
）
参
照
の
こ
と
。
（
3
4
）
聞
一
多
「
給
梁
実
秋
呉
景
超
罷
毅
夫
顧
銃
務
熊
仏
西
諸
先
生
」
『
聞
一
多
　
全
集
』
三
、
3
8
頁
　
釜年
A　　A　　　　　　
38　37　36　35
）　　）　　）　　）
超
麟
「
醒
獅
派
的
国
家
主
義
」
『
中
国
青
年
』
第
七
二
期
慣
代
英
「
前
途
的
楽
観
」
『
中
国
青
年
』
第
十
二
期
揮
代
英
「
与
李
珀
卿
君
論
新
国
家
主
義
」
『
中
国
青
年
』
第
七
三
期
栄
孟
源
著
、
中
国
研
究
所
訳
『
現
代
中
国
史
』
（
大
月
書
店
　
一
九
七
一
齪
～
粥
頁
）
曽
璃
コ
ニ
重
圧
迫
下
之
中
国
人
」
『
醒
獅
週
報
』
第
五
九
期
（
な
お
、
『
醒
獅
週
報
』
は
東
洋
文
庫
の
マ
イ
ク
“
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
し
た
）
　44
）
（　　（　　（　　（
43　42　41　40
）　　）　　）　　）
曽
埼
、
註
（
3
9
）
前
掲
論
文
曽
碕
「
国
家
主
義
者
与
国
民
党
」
『
醒
獅
週
報
』
第
六
六
期
劉
仁
静
「
告
国
家
主
義
的
青
年
」
『
中
国
青
年
』
第
百
四
期
劉
仁
静
　
註
（
4
2
）
前
掲
論
文
毛
沢
東
「
中
国
社
会
各
階
級
的
分
析
」
『
中
国
青
年
』
第
百
十
六
期
84
国民革命期の国家主義派及び「中国青年党」の動向について
（
4
5
）
　
李
瑛
「
五
四
運
動
与
少
年
中
国
学
会
」
（
『
明
報
』
月
刊
　
一
九
六
九
・
　
五
、
7
4
頁
）
（
4
6
）
　
『
中
国
国
民
党
第
二
次
全
国
代
表
大
会
会
議
録
』
揃
頁
（
4
7
）
　
鈴
江
言
一
『
中
国
解
放
闘
争
史
』
（
岩
崎
書
店
　
一
九
五
三
年
晒
頁
）
（
4
8
）
　
李
珀
卿
「
対
於
蒋
介
石
整
理
国
民
党
党
務
之
懐
疑
」
『
醒
獅
週
報
』
第
八
　
七
期
（
4
9
）
　
李
璃
卿
「
論
中
国
革
命
与
第
三
国
際
之
関
係
井
忠
告
蒋
介
石
」
『
醒
獅
週
　
報
』
第
九
二
期
（
5
0
）
「
中
国
国
家
主
義
青
年
団
第
一
次
全
国
代
表
大
会
対
於
時
局
宣
言
」
『
醒
獅
　
週
報
』
第
九
七
期
（
5
1
）
　
（
5
0
）
前
掲
論
文
（
5
2
）
　
劉
仁
静
「
評
国
家
主
義
青
年
団
的
対
時
局
宣
言
」
『
中
国
青
年
』
第
百
三
　
十
三
期
（
5
3
）
　
一
九
二
三
年
上
海
に
成
立
、
国
内
各
大
学
卒
業
生
及
び
学
生
同
志
に
よ
っ
　
て
組
織
さ
れ
た
。
北
京
、
南
京
、
武
昌
、
長
沙
に
支
部
を
も
つ
。
機
関
誌
『
自
　
強
雑
誌
』
「
国
家
主
義
団
体
に
就
き
て
」
（
『
北
京
満
鉄
月
報
』
特
刊
五
幌
　
頁
）
（
5
4
）
　
「
中
国
青
年
自
強
会
的
隠
患
」
『
中
国
青
年
』
第
百
四
十
四
期
（
5
5
）
　
（
5
4
）
前
掲
論
文
（
5
6
）
　
冒
塁
「
破
産
的
国
家
主
義
」
『
中
国
青
年
』
第
一
四
五
・
一
四
六
合
刊
（
5
7
）
　
（
5
6
）
前
掲
論
文
（
5
8
）
「
湖
北
暫
行
教
育
綱
領
」
（
『
党
化
教
育
輯
要
』
中
央
図
書
局
　
一
九
二
七
　
年
摺
頁
）
85
